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第３６回 ＣＩＳ研究所パートナー会 議事録 

 

日時 ２０１４年４月２１日（月） １３時 ～ １７時 

場所 ＣＩＳ会議室  

 

1） サロン 講師 久米 健次 様 

 「特異スペクトル解析の新展開」 

 
               会議風景 

 

  

２）特異スペクトル解析の新展開  

・特異スペクトル解析（SSA）の概要 

・特異スペクトル解析法の完全再構成フィルタとしての解釈 

・今後 
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・SSA 法は、当初は現象に潜むカオス構造を調べるためのアルゴリスムとして開発されたが、その後、この
方向への限界が認識されるようになり、時系列データの線形の分析手法として開発されてきた。基本
になっている考え方は、多変量解析の１つである主成分分析法を時系列の lagged vector に適用
したものである。 

 
通常のアルゴリスムでは、次の３段階で構成されている。 
  ①時系列から履歴行列（trajectory matrix）の構成。 
  ②履歴行列の特異値分解。 
  ③特異値分解されたランク１の行列に対して、反対角成分の平均化によるハンケル行列化を行い、

分解時系列をとりだす。 
＝＝ 
 SSAの特色は 
  ①時系列の分解は、厳密で、分解したものを加え合わせると元の時系列に exact に戻る。 
   ②任意の個数に分解できる。 

  ③分解された時系列は、大雑把にはトレンド成分、周期成分、高周波ノイズ成分に分割している。 
 
＝＝ 
以上のアルゴリスムは「フィルタ解釈」を行うと見通しが良く、かつ多次元データの場合にアルゴリスムは簡
単になる。 
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K次元規格直交ベクトルで、完全再構成型のフィルタバンクが構成できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SSAでは、この分解ベクトルとして、規格直交性を保持しつつ、下記の L を最大化する条件で定まる。 
 
 
 
 
 
SSA分解の例 
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まとめ 

 ①SSA をフィルタの構成と時系列への作用として見る。 

    ・任意の K次元規格直交ベクトルの２段階フィルタリングで、格子状データは厳密に分解でき、

完全再構成フィルタバンクが構成できる。 

    ・SSAでは、このベクトルとして lag-covariance行列の固有ベクトルを採用。 

    ・これは時系列のパワースペクトルとフィルタの重なり最大の条件を課していることに対応している。 

②このように見ると、多次元データへの適用が簡単になる 

③２D画像データの分解は容易に可能であり、SSA分解フィルタは平均化フィルタと微分型フィルタ

になっている。 

今後 

フィルタ解釈で SSAの拡張が容易になったが、SSAはフーリエスペクトル分解に強く繋がった手法であり、

サインコサイン以外の基底関数への拡張は困難。非線形主成分分析に基づく方法への拡張を検討し

ている。 
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                 会議風景 
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３） 次 回： ５月２６日（月）   

       講師 生駒 篤一 様 

       １３時 開始でお願いします。 

 

４） 次々回 ６月２３日（月） 

       講師 神田 忠起 様 
 

以上 


